
令和５年度
宇都宮市デジタル共創懇談会

令和６年２月９日

【議事概要】
宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョンの実現に向けて，本市の取組状況とDX実現タスクの
ローリングの内容について事務局より報告するとともに，各団体と意見交換を行うもの
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１ 議 事

（１）令和５年度における宇都宮市の取組と令和６年度版宇都宮市DX実現タスクの
内容について

（２）宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョンの実現に向けた意見交換

２ その他

２



宇都宮市デジタル共創懇談会 委員名簿
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№ 区分 所属名 氏名

１
医療

一般社団法人宇都宮市医師会 理事 天谷 健二

２ 一般社団法人宇都宮市歯科医師会 専務理事 半田 功

３ 福祉 社会福祉法人宇都宮市社会福祉協議会 常務理事兼 事務局長 平手 義章

４

産業

宇都宮市商工会議所 経営支援部 部長 中島 寿典

５ 公益財団法人栃木県産業振興センター 専務理事兼 総務企画部長 篠原 良一
（新任）

６ 宇都宮農業協同組合 代表理事常務 見形 繁

７ 一般社団法人栃木県情報サービス産業協会 理事 武田 文夫

８
市民団体

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり市民工房理事 兼
宇都宮市まちづくりセンター長

小倉 克洋

９ 栃木県消費生活リーダー連絡協議会 宇都宮支部 支部長 熊倉 シゲ子

１０ 学識経験者 国立大学法人宇都宮大学 総合メディア基盤センター長 永井 明

１１ メディア 株式会社下野新聞社 編集局総務部長 齋藤 明彦

１２ 通信事業者 東日本電信電話株式会社 副支店長 ビジネスイノベーション部長 中川 徹

１３ シンクタンク 株式会社あしぎん総合研究所 ＩＴソリューション部長 鈴木 勉

１４ 環境 宇都宮ライトパワー株式会社 取締役 竹廣 尚之
（新任）

１５ 文化・芸術 公益財団法人うつのみや文化創造財団 常務理事 兼 事務局長 笹原 幸恵

（順不同・敬称略）

３

欠席

欠席

欠席

欠席

欠席



宇都宮市デジタル共創懇談会 事務局
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№ 所属・職名 氏名

１ 宇都宮市ＣＤＸＯ補佐官 井出 昌浩

２ 総合政策部デジタル政策課 課長 大根田 友範

３ 総合政策部デジタル政策課 主幹（デジタル担当） 亀澤 伸也

４ 総合政策部デジタル政策課 課長補佐 望月 寛

５ 総合政策部デジタル政策課 デジタル戦略グループ 係長 安野 健太

６ 総合政策部デジタル政策課 デジタル活用グループ 係長 戸上 和明

７ 総合政策部デジタル政策課 システム管理グループ 係長 今崎 泰浩

５

■ 事務局



議事⑴ 令和５年度における宇都宮市の取組と
令和６年度版宇都宮市DX実現タスクの内容について



本部会議
市長
副市長（最高デジタル責任者：CDXO）
各部局長（DX統括責任者）

本市のDX推進体制の強化について
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➢ 令和４年度まで設置していた「情報化推進本部」を「ＤＸ実現本部」に改め，機能・内容を強化

➢ 地域との共創をより一層推進するため，外部の専門家である「CDXO補佐官」「DX専門官」を組み入れると
ともに，地域や各種団体の意見を市の施策に効果的に反映するため，宇都宮市デジタル共創懇談会（旧：地
域情報化推進懇談会）と連携

企画会議
各部次長

各推進チーム
タスクの検討事項を積極的に事業化

【事務局】
・デジタル政策課

CDXO
補佐官

助言・支援

助言・支援

助言・支援

＜令和４年度まで＞ ＜令和５年度から＞

会議の目的は
変えず，

タスク実現を
主眼に

機能・内容を
強化

宇都宮市
デジタル共創

懇談会
・

各種団体等

・各業界や地域の
課題等を把握

・市の施策へ反映

連携

DX実現本部

部局担当制による「伴走支援」

・各事業課

７回開催

７回開催

４チーム
計５回開催
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■ 令和５年度

➢ ビジョン・タスクの策定や新年度体制にあわせ，組織名称・職務・役割を整理し，本部設置要領に規定

※CISO（最高情報セキュリティ責任者, Chief Information Security Officer ）を兼ねる

名称 機能・職務・役割

宇都宮市DX実現本部 市長をトップとする「宇都宮市情報化推進本部」を改称。

CDXO
本市全体のＤＸを統括する「最高デジタル・トランスフォーメーション責任者」を新たに
設置し，デジタル政策課を担任する副市長をあてる（＝東副市長）。※

DX統括責任者
各部局におけるDXを牽引する役割を担う「DX統括責任者」を設置し，DX実現本部の本
部員である各部局長をあてる。

CDXO補佐官
CDXOやDX統括責任者との綿密な連携の下，組織全体に対して専門的・技術的視点から
DXを推進する「CDXO補佐官」を新設する。

DX専門官
専門的・技術的視点をもって各部局の取組や個別プロジェクトを指揮命令する「DX専門
官」を新設する。

外
部
人
材

※CDXO(Chief Digital-Transformation Officer）⇒「デジタルを活用する」だけでなく，「変革する」ことも重要な要素であることからＤＸの要素を組み込んだ

本市のDX推進体制の強化について



職務・役割 所掌する主なDX実現タスク 重点取組事項（R5優先検討事項）

CDXO補佐官

井出 昌浩
NEC マネージングディレクター
信州大学特任教授

⇒組織全体を俯瞰し，政策課題や技術動向等
を踏まえて，どのようなものに積極果敢に
取り組んでいくべきか，どのように具体化
すべきかなどの戦略について指示

⇒職員の意識醸成，DX人材の育成に取り組む

①スーパースマートシティ
実現に向けたデジタル
サービスの提供等

・オンライン空間を活用した居場所づくりや戦略的
観光の推進
・文化芸術分野におけるデジタルツイン等の活用等

⑥庁内DX人材の育成・確保
・全職員のデジタルリテラシーの底上げ
・DX推進部門職員の知識・スキルの習得・蓄積

DX専門官

東 宏一
GrooveDesigns㈱取締役
デジタル庁プロジェクトマネー
ジャー，福岡市ＤＸデザイナー

⇒サービスデザインの視点から，市民目線で
本市のアプリやポイント等の各種デジタル
サービスを見直し，実装していく

②スマート窓口の実現
・全庁的な行政手続オンライン化の加速
・書かない窓口システム導入など

③デジタルデバイド対策
・あらゆる市民がデジタルの恩恵を受けられる環境
づくり

④デジタル社会基盤の強化
・デジタル地域通貨等のスキームの検討
・アプリやポイントの一元化の検討

⑦スマートワークの実現 ・窓口部門のレイアウト等の検討

DX専門官

川口 弘行
川口弘行合同会社 代表社員

⇒市民サービスの根幹である自治体システム
の標準化・クラウド化への確実かつ円滑な
移行に向けた横断的なプロジェクトマネジ
メント

⑤業務のデジタル変革
・自治体情報システムのシステム標準化・共通化
・ガバメントクラウドへの移行検討

DX専門官

下山 紗代子
(一社)ﾘﾝｸﾃﾞｰﾀ 代表理事
みえＤＸアドバイザー

⇒デジタル化により生み出されるデータを最
大限に生かす仕組・環境（データアーキテ
クチャ）の構築を進める

⑧データの利活用
・AIカメラやセンシング技術等を活用したデータ収
集手法の検討

本市のDX推進体制の強化について
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➢令和５年５月２６日に，外部の専門人材を４名任用



宇都宮市DX実現タスクに位置付ける重点取組事項

9※宇都宮市DX実現タスクより抜粋



宇都宮市ＤＸ実現タスクの進捗状況について
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重点取組事項別の主な取組事例

重点取組事項
上段：施策・事業名

☞下段：具体的な取組内容

①SSC実現に向けた

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾋﾞｽの提供等

デジタルを活用した捜索システムによる認知症になっても安心して暮らせる環境整備

☞地域住民が協力して行方不明となった認知症高齢者の早期発見につなげるための新たな「見守り
グッズ」や「捜索支援アプリ」を導入（８月）し，認知症の方やそのご家族が安心して暮らせる地
域づくりを支援（７月公表済）

ＡＩを活用した水道管路の劣化予測診断

☞水道管路の漏水調査に，新たにＡＩを活用し，環境ビッグデータや水道管路データを用いた機械
学習を行い，水道管路の劣化レベルを予測診断し，漏水の抑制，漏水に起因する事故の防止や管路
更新を効率化（９月公表済）

②スマート窓口の実現

市税等の各種公金のオンライン納付

☞インターネット銀行からの口座振替が可能になることにより，市民の利便性が向上（令和６年１
月３１日から口座振替開始予定）

マイナポータル・電子申請共通システムによる行政手続のオンライン化

☞行政手続オンライン化に関する部局別研修会や事業者・デジタル政策課による伴走支援を実施
（７月～）することで，オンライン化を加速し，市民の利便性が向上

【行政手続オンライン化数 R4:100手続⇒R5.10末192手続（再掲）】

主な取組事例



宇都宮市ＤＸ実現タスクの進捗状況について
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重点取組事項別の主な取組事例

重点取組事項
上段：施策・事業名

☞下段：具体的な取組内容

③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成

「宮デジサポーター」によるデジタル知識・技術の伝達・支援

☞スマートフォンの操作方法などを教える地域のボランティアを養成する「宮デジサポーター」講
座を開催（９月～）し，デジタルデバイド対策を推進（７月公表済）

【宮デジサポーター R4:0人⇒R5.10末21人（再掲）（11月に追加講座を実施し，年間40人を養成予定）】

④デジタル社会基盤の強化

交通結節点におけるデジタルサイネージ等を活用した効果的な情報発信

☞ＬＲＴ沿線と観光拠点においてデジタルサイネージの運用を開始（８月）し，「公共交通乗換案
内」や「店舗や観光地の情報」等を提供することにより，利用者の利便性向上と来訪者の回遊性促
進を実現（平均タッチ回数：1.2万回/月）（７月公表済）

【デジタルサイネージ設置数 R5.10末:８基（うち大谷コネクトは施設の開業日（11/20）から運用開始予定）】

⑤業務のデジタル変革

ローコード・ノーコード型システム開発・活用の推進

☞ノーコード型システム開発サービス「kintone」の活用促進のため，庁内でのアプリ発表会を実
施（７月）し，業務効率化を推進。アプリ発表会後は利用者が大幅増

【ローコード・ノーコード開発ができる職員数 R4:30人⇒10末：141人（再掲）】

主な取組事例



宇都宮市ＤＸ実現タスクの進捗状況について
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重点取組事項別の主な取組事例

重点取組事項
上段：施策・事業名

☞下段：具体的な取組内容

⑥庁内DX人材の育成・確保

外部デジタル人材の任用

☞外部の高度デジタル人材を，本市のＤＸを牽引する「ＣＤＸＯ補佐官」・「ＤＸ専門官」として
４人任用（５月）し，庁内全体のＤＸを加速

【主な従事プロジェクト数 R5.10末：８件※】

※ＤＸ人材育成，システム標準化・共通化，データ利活用，ポイント事業の一元化 等

【職員向け研修回数 R5.10末：５回】

主な取組事例

※デジタルツール（大型モニターなど）が身近になったことや，研修（ＤＸマインド研修），デジタル政策課の
伴走支援が活用されることにより，本市ＤＸ推進の基盤となる，職員のデジタルを活用する意識が数段向上。
今後，より一層，市民生活の質の向上や多様化・複雑化する地域課題等の解決に向け，全庁を挙げてＤＸに取
り組んでいく

R９

R8

R7

R6タスク
（R5）

概ね2030年頃

ビジョンバックキャストの視点

現状・課題 フォアキャストの視点

☞日々進展するデジタル技術や各取組の進捗状況，
改定された国の「自治体ＤＸ推進計画」等を踏ま
え，ＤＸ実現タスクの内容を令和６年２月に見直
す（ローリング）



①SSC実現に向けたﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾋﾞｽの提供等『福祉分野』
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➢ 地域住民が協力して行方不明となった認知症高齢者の早期発見につなげるため，「捜索支援アプリ」令和
５年８月１日から導入

➢ 認知症の方の行方不明時に，家族などからの協力依頼や地域住民による捜索協力が容易に行えるスマホア
プリを活用して市が管理・運営

➢ 地図機能や掲示板機能などのデジタル技術と「認知症見守りグッズ」を組み合わせ，市民が捜索活動に参
加しやすい仕組みとし，地域における支え合い活動を支援

「捜索支援アプリ」の導入

【認知症見守りグッズ】
認知症の方を対象にステッカー
やカードケース等の見守りグッ
ズを配布



①SSC実現に向けたﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾋﾞｽの提供等『防災分野』
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➢ 近年，台風や局地的豪雨に伴う浸水被害が多発化・激甚化する中，本市においても，これまで以上に迅速
な災害対応を図るため，「宇都宮市総合治水・雨水対策推進計画」における「備える」取組として，市管
理河川の 水位状況などをリアルタイムで確認できる河川監視カメラ・水位計を設置し，令和５年６月１日
から運用を開始

➢ 本市管理河川のカメラ画像・水位情報については，国土交通省ウェブサイト「川の防災情報」等により，
自宅などの安全な場所からパソコン やスマートフォン等で簡単に確認することが可能

河川監視カメラ画像と水位計情報のウェブ配信

■ 閲覧箇所

２つのＷＥＢサイトにより，国・県・市の河川監視カメラ等の画像・水位情報を確認可能
◆国土交通省「川の防災情報」 ＵＲＬ： https://www.river.go.jp/index
◆危機管理型水位計運用協議会「川の水位情報」 ＵＲＬ： http://k.river.go.jp/

「川の防災情報」における「細谷町新川」の例 河川監視カメラ 水位計



②スマート窓口の実現『行政手続オンライン化』
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研修の様子

211

47

61

209 54

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受講者アンケート

ある

ある・あるかもしれない

ない わから
ない

ない

→受講後は，８割の所属で，電子申請共通システム
で手続を作成できる可能性があると回答

【受講前】
所属グループで，電
子申請共通システム
で手続を作成したこ
とはありますか？

【受講後】
所属グループで，電
子申請共通システム
で作成できそうな手
続はありますか？

（単位：人）

➢ ７月～８月にかけて計１３回，部局別の研修会を開催。各所属から１名以上の職員が参加し，全庁で約３
００人が受講した。

➢ 電子申請共通システムの基本的な操作方法，申請フォームの作り方の演習などを実施し，参加した職員は
オンライン化に取り組む機運が高まった。



②スマート窓口の実現『行政手続オンライン化』
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➢ 所管課のオンライン化への取組をバックアップするため，支援希望所管課を電子庁内掲示板で募集した。

➢ 毎週木曜日（１課１時間）に実施しており，１２月末までに２７課を対象に４９回の相談支援を実施

➢ 現在も伴走支援は継続中で，オンライン化に取り組む課室職員は日々，着実に増加しており，電子申請共
通システムでの公開手続数は，令和５年１２月末時点で延べ１９７件であり，各課の取組により，市民向
け，内部向けともに着実に増加している。

主な相談内容
• 市民から紙で申請を受けている手続をオンライン化するため，申請フォー

ムの作成方法など，具体的なシステムの使い方を教えてほしい。
• 作成した申請フォームへのアドバイスがほしい。
• キャッシュレス決済の機能について教えてほしい。

82 115
172 19735

88

111
147

0

100

200

300

400

R5.1月末 R5.7月末 R5.10月末 R5.12月末

電子申請共通システム手続件数

市民向け

内部向け・作成中

伴走支援を通じて実際にオンライン公開した手続の例
• 契約課………入札参加資格 取消届
• 資産税課……土地売買実例価額調査
• 生涯学習課…子どもの家利用許可申請

➡ 手続の拡大とともに，市民に利用してもらえるよう
な周知や利用促進も併せて実施していく！



③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成
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大企業

中小企業

地域活動団体等

市民

デジタル化の進展度
（レベル感）

（無関心）
（未体験）

（興味）
（初歩）

（理解）
（活用） （研究・技術開発）

「Ｕスマート推進協議会（本市）」★
・先進技術等を活用した社会課題の解決，
新たな事業の創出に向けた民間主体による
実証実験の実施

「デジタルハブ事業（栃木県）」
・ICTを活用した地域課題の解決に
向けた実証実験
・企業間等のプロジェクト促進
（企業間のマッチング）

①「ICTに関する各種補助事業等（本市）」
②「中小機構などによる各種支援事業（国）」

①「宮デジサポーター養成事業（本市）」★
・デジタルに関する地域ボランティアの養成及び活動支援
②「ICTに関する各種講座（本市）」
・主に高齢者を対象としたスマホの基本的な使い方に関する「講座」の開催など
③「デジタル活用支援事業（国）」
・携帯キャリア等による主に高齢者を対象とした「講習会」の実施など

低 高（応用・展開）

取
組
の
対
象

：対象毎の分布

【凡例】

「うつのみやデジタルスクエア（本市）」★
・デジタル化に関する取組事例の紹介
・専門家に質問・相談できる場の提供

「金融機関と連携した
デジタル化支援（本市）」★
・専門家の派遣

➢事業者及び地域団体のDXを推進する取組の全体像



③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成『宮デジサポーター』
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団体活動の際に
小規模なスマホ勉強会を開催

今日はLINEを活用して
次の集まりの日程調整を
してみましょう！

身の周りの高齢者からの相談対応

最近，スマホの画面が
かたまることが多くて…

定期的に再起動すると
いいよ！

市が主催するスマホ講座等の
講師や補助員として協力（有償）

「宮デジサポーター」の
活動イメージ

➢高齢者等のデジタルに不慣れな方が，身近な場所で相談でき，地域で支え合う新
たな仕組みとして，スマートフォンの操作方法などを教える地域のボランティア
を養成するため，市民団体と連携した「宮デジサポーター」講座を開催



③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成『宮デジサポーター』
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➢「宮デジサポーター」講座の実績
• 令和５年９月と１１月に２回開催し，

合計４０名の方を宮デジサポーターに認定
• 講座の理解度・満足度は受講者から高く評価

➢「宮デジサポーター」の活動状況
• 主に，市が主催する講座等の補助員として活躍中

宮デジサポーターが支援した人数：２５３名
（令和５年１２月３１日時点）

活動内容 支援回数

市が主催するスマホ講座等の補助員として協力 ３１回

スマホ勉強会の開催 ２１回

身の周りの高齢者等からの相談対応 ９回

■補助員協力の内訳
【市主催】
・老人福祉センター
「初心者スマートフォン講座」

・中央市民活動センター
「公共施設予約・案内システム説明会」

・高齢福祉課
「捜索支援アプリ」操作説明

【市社会福祉協議会主催】
・「老人クラブ連合会（女性部会）スマホ勉強会」

【河内地区自治会主催】
・「スマホ勉強会」

➡ 宮デジサポーターの養成については，当初の計画を上
回るペースで進んでいるが，サポーターごとに知識レベ
ルや活動の範囲などの状況が異なっていることから，今
後は一人一人に寄り添った活動支援を実施し活動に繋げ
ていく！



③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成『事業者向けの支援』
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➢「足利銀行・市内の信用金庫と連携した中小企業のデジタル化支援」

中小企業の経営課題を把握している金融機関と宇都宮市が連携し，デジタ
ル専門家を派遣することにより，アナログ中心やデジタル化の初期段階にあ
る中小企業の支援に取り組んでいる。

信用金庫との連携開始から
約３か月間で，計４件の

派遣支援を実施！



③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成『事業者向けの支援』
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悩み 対応

悩み 対応

精肉卸売業者

訪問看護業者

✓ 「LINE WORKS（無料版）」
の活用提案

✓ 導入の仕方や使用方法の説明

✓ BASEやメイクショップ*など，
各種サービスの比較・説明

✓ 販売サイト開設に係る概算費用
や構築期間についての説明

プライベートのLINEアカウン
トを使うことは避けたい。
何かうまい方法はないかな？

販路拡大に向けて，
ネット販売を始めたいな！
でも，どのくらいの費用や
期間がかかるんだろう？

★ 派遣支援後，実際に「LINE WORKS」を導入し，
社内外の連絡ツールとして活用！

★ 派遣支援を通じて，人材不足や商品の棚卸し作業が
複雑化しているなど，今まで不明瞭だった業務の
課題も明確に！

＊ネットショップ作成サービス

➢【相談事例①】ネット販売を始めてみたい！

➢【相談事例②】サービス利用者や社員同士との連絡ツールを導入したい！

➡ 中小企業のデジタル化支援については，より多くの事業者に活用していただけるよう，「うつのみやデジタルスクエア※」と連携し，
積極的に事業を周知していく！

※次スライドで概要を紹介



【参考】うつのみやデジタルスクエア（Webサイト）

22

• 自治会等の地域活動団体などが，それぞれのニーズにあったデジタル技術を活用していく
ことを応援する総合情報サイトを公開し，先進事例・成功事例を紹介

22

※ 今後，本サイトを改修し，支援対象に中小企業を追加予定

URL：https://u-digitalsquare.jp/



ライトライン沿線の施設
①宇都宮駅東口〈ライトキューブ宇都宮前〉停留場
②宇都宮大学陽東キャンパス〈ベルモール前〉停留場
（上下ホームに各１基）
③清原地区市民センター前トランジットセンター付帯施設
（待合室内）

観光拠点の施設
④宮みらいライトヒル２階
⑤宇都宮市バンバ市民広場
⑥道の駅うつのみやろまんちっく村
⑦大谷コネクト

8月26日の運用開始から12月末までのタッチ数は延べ２３万回以上！

④デジタル社会基盤の強化『多機能型デジタルサイネージ』

23

■ 設置場所

➢ デジタルを活用して公共交通利用者の利便性向上や来訪者の回遊促進を図るため，ライトライ
ン沿線や観光拠点にある市有施設７箇所において，タッチ操作で情報を取得できる多機能型デ
ジタルサイネージを設置し，公共交通や観光等の情報を発信

宇都宮駅東口〈ライトキューブ宇都宮前〉停留場のデジタルサイネージ

➡ サービスの提供事業者と連携を強め，有益なコンテ
ンツを提供し，更なる魅力創出・恒常的な利用を実
現していく！



④デジタル社会基盤の強化『デジタルサイネージ』（主な機能）

餃子やラーメン，カフェ
などのジャンル別や現在
地周辺の店舗から飲食店
を探すことできます。

➡食べたいものが提供さ
ているお店や地域特有の
お店が簡単に見つかりま
す。

バスの路線名をタッチす
れば，乗場案内や直近の
発車時刻を見ることがで
きます。（路線名と合わ
せて主要な停留場名が表
示されます。）

➡ＬＲＴ停留場から公共
交通へのスムーズな乗り
換えに寄与し，利用者の
利便性が向上します。

店舗などが発信する混雑
状況やタイムセールなど
のリアルタイムな情報を
見ることができます。

➡今が旬のお得な情報を
容易に取得することがで
きます。

公
共
交
通
乗
換
案
内

店
舗
等
か
ら
の
情
報
発
信

観
光
情
報
の
発
信

宇都宮市内の観光スポッ
トがジャンルごとに表示
され，タッチすることで
詳細を見ることができま
す。
また地図から検索できる
機能も備えています。

➡観光地の回遊がしやす
くなります。

グ
ル
メ
情
報
の
発
信

24



④デジタル社会基盤の強化『デジタルサイネージ』（主な機能）

25

デジタルサイネージのタッチ操作が行われていないときは，広告
が表示されます。

広告の表示

デジタルサイネージをラ
リーポイントとして，ス
マートフォン等で参加で
きるスタンプラリーを開
催します。

➡ＬＲＴの利用や市内の
回遊をお楽しみいただき
ながら，貯めたスタンプ
の数に応じて，景品の抽
選会に参加することがで
きます。

全画面を使用する
縦型広告の場合

横型の動画を静止画を
交えて表示する場合

LINEで飲食店情報や観光
地を紹介するサービスで
ある「コレメッケ宇都宮
」と連携しています。

➡デジタルサイネージを
離れても，移動中や自宅
でコレメッケ宇都宮を介
してデジタルサイネージ
で発信される一部の情報
を取得できます。

「コレメッケ宇都宮」との連携

動
画

静
止
画

動
画
ま
た
は
静
止
画



⑤業務のデジタル変革『ＲＰＡ』

26

➢ RPA（Robotic Process Automation）は，PCにインストールした『ソフトウェアロボット』が，ローコードで記述され
たシナリオに沿って，人に代わって，PCやシステムを自動操作するもの

➢ AI-OCR（Optical Character Reader：光学文字認識）と組み合わせることで，紙→デジタル→自動入力を一連で処理で
き，業務効率化が期待される。

AI-OCR RPA

予め帳票の読取位置を定義しておくと… 予め操作手順をシナリオとして作成しておくと…

AIが該当箇所の文字等をテキスト化してくれる RPAがシナリオに沿って入力してくれる



⑤業務のデジタル変革『ＲＰＡ』
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➢【取組例】RPA（自動入力ソフトウェア）の伴走支援
• RPA／AI-OCRは，令和元年度に実証，令和２年度に本格導入し，これまで１０課１３業務において試
行錯誤しながら，実証・導入の事例を積み重ねてきた。

• 令和５年度は，「大量の作業をなんとかしたい」「定型的な作業を自動化できないか」などの相談が
あった８課室２６業務に対して，デジタル政策課（＋事業者）が業務内容のヒアリングを実施し，さら
に福祉部門や税部門の業務など新たに６業務のシナリオ構築を行い，現在も，さらに取扱業務を拡大し
ている。

複数の職員が分担して
残業時間に入力作業

Before

After

ｼﾅﾘｵﾄﾞｵﾘﾆｼﾞｯｺｳｼﾏｽ

入力,入力,入力,入力入
力…

自動実行

入力,入力,入力,入力入
力…

入力,入力,入力,入力入
力…

ロボットが動いている間，
他の業務をすることがで
きたよ！

➡ どのような業務で活用でき，効果が期待できるのか庁
内により広く周知するとともに，取扱業務の拡大に伴
うRPAシナリオの運用・管理の効率化も実現してい
く！



⑤業務のデジタル変革『ノーコード開発ツール（kintone）』
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ドラッグ＆ドロッ
プで作成Ok

・受付は電話やメールなど
・受け付けた情報をエクセルに転記・管理
⇒ 職員の負担に・・・

・フォームを公開し受け付けることで自動的
にkintoneに情報が蓄積
⇒ エクセルへの転記など事務的な手間が大
幅に削減

kintoneを使うことで～

●自治体での使用例
（講座受付）

➢ ノーコード開発ツールとは，プログラミングやシステム開発の知識がなくても，誰でも簡単にアプリケーションやWebサ
イトを製作できるツールである。

➢ 本市が導入しているサイボウズ株式会社のノーコード開発ツール「kintone」は，「ドラッグ＆ドロップ」，「エクセル
を読み込む」，「サンプルアプリから選ぶ」だけで簡単にアプリ（仕事に合わせた業務システム )が作成でき，データ
ベース，照会ツール，案件管理などで活用可能



⑤業務のデジタル変革『ノーコード開発ツール（kintone）』
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➢【取組例】ノーコード開発ツール（kintone）の伴走支援
• kintoneが業務で活用できることを広く庁内周知したうえで，毎週火曜日（１課１時間）に伴走支援を
実施しており，１２月末までに３７課を対象に６５回の支援を実施し，約３０個のアプリを実装

• 伴走支援を活用した職員からは，「その場で希望のアプリが作れる！」「所属に持ち帰ってからもすぐ
に確認ができる！」と好評をいただいており，業務への活用の輪が広がりつつあり，庁内のkintone
ユーザーは１６９人に！

48 50 51 53 55 57
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59 52
32 31
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

本運用ユーザー

試行運用ユー…

伴走支援の内容

① 現在の業務フローの確認

② kintoneへ置き換えしたい
部分の確認

③ 一緒に「お試しアプリ」作成

従来の業務の手法にとらわれず，kintoneを使っ
た場合の効率化の観点を重視し，業務プロセス全
体の見直し・再構築（BPR）も！！

kintoneを活用している職員数の推移（累積）

伴走支援を通じて実際に実装したアプリの例
• 健康増進課……栄養に関する相談内容管理アプリ
• 生活安心課……空地に対する市民からの要望等の案件管理アプリ
• 中央卸売市場…施設等修繕依頼の情報・案件管理アプリ

169人

➡ 全庁的な活用が拡大する中，日々，問合せが続いている状況であり，今後，庁内で増
大する需要に対応できるような全庁的な仕組みをつくっていく！



⑥庁内DX人材の育成・確保

➢本市ＤＸの実現に向けては，前例にとらわれない方法で，組織階層ごとに必要と
なる「人材」の育成・確保に取り組んでいる。

経営層

（幹部人材）

ＤＸ推進層

デジタル政策課等
の

ＤＸ人材

⚫全職員を対象に「ＤＸマインド研修」を必修化
し，デジタル人材を育成

⚫各種デジタルツールの活用ワークショップを通
じたＤＸ人材候補者の発掘

⚫ＤＸ人材の計画的なジョブローテーション

⚫民間人材との共創を通じたノウハウ習得と蓄積

⚫クラウド技術など高度デジタルスキルの習得

⚫専門的知見を有する民間の人材を新たに
「CDXO補佐官」「DX専門官」として任用

外部人材を積極的に登用し
市政に新たな視点を取り入れる。

高度なデジタルスキルを有する
「事務職」を短期間で育成

職員一人ひとりの意識変革
自らの業務を自ら変革

※ＤＸ人材：自ら積極的にデジタルの活用を検討するなど，DXを推進することができる人材

※デジタル人材：AI議事録作成サービスなど各種デジタルツール等を使いこなすことのできる人材

各所属

（デジタル人材）



⑥庁内DX人材の育成・確保『幹部人材の育成』
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➢【取組例】井出ＣＤＸＯ補佐官による管理職向けＤＸ研修
• 井出ＣＤＸＯ補佐官を講師として，全職員対象のＤＸマインド研修を実施（管理職は対面，
その他職員は動画）

• 管理職に対しては，部下の業務に対する変革を受入れ，検討及び実行へと支援するよう意識
醸成を図る。

• その他職員に対しては，デジタル技術を活用して，市民サービスの付加価値の向上を生み出
そうとする組織・文化を創る意識の醸成を図る。

本市職員

管理職対象DX研修（R5.8.28）



⑥庁内DX人材の育成・確保『DX人材の育成』
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本市職員

サイボウズＳＥ

下山ＤＸ専門官による
オープンデータ推進研修（R5.11.24）

➢【取組例】東専門官・下山専門官による専門研修の実施
• ＤＸ専門官を講師として，職員を対象に研修・勉強会を開催
• 他自治体における事例を通して市民等利用者目線での施策を考える「サービスデザインの勉
強会」や，本市オープンデータを用いたデータ分析の実践を通してデータ利活用を考える
「オープンデータ推進研修」を実施

東ＤＸ専門官による
サービスデザインの勉強会（R5.2.28）



⑥庁内DX人材の育成・確保『デジタル人材の育成』
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➢【取組例】川口専門官によるセキュリティ研修の実施
• 行政は，個人情報や業務上の機密など重要な情報を日常的に取り扱っており，日ごろの業務
における情報セキュリティの確保や巧妙化するサイバー攻撃の対策等の徹底に取り組む必要が
ある。

• 情報セキュリティに係る能力開発及び意識啓発を促すため，川口ＤＸ専門官を講師として，
全職員対象の「情報セキュリティ研修」を実施した。



⑦スマートワークの実現
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➢ 令和５年５月，市長が各部局に庁内会議の原則ペーパレス化を宣言し，紙から電子データの資料へ，庁内の
会議形態が急速にシフトした。
➡ 紙の資料の印刷・製本などに係る職員の事務時間が大幅軽減

➢ 並行して，各執務室・会議室に協議用の大型モニターを導入するとともに，庁内ネットワークの無線環境を
整備し，日頃の協議等のペーパレス化や場所を選らばない柔軟な働き方の実現に向けて加速している。

モニターに資料を投影して説明を行う本市職員 レスペーパー化・ネットワークの無線化により，紙やケーブルがなくなったスマートオフィス

before

after



⑦スマートワークの実現『コミュニケーションツールの導入』
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➢ 職員間のコミュニケーションスピードの向上及び，ツールを前提とした業務プロセス刷新による業務効率化
を図るため，コミュニケーションツール「LoGoチャット」を令和６年１月に全庁導入した。

≪コミュニケーションツールを利用した職員の声≫
・見て欲しい資料を即座に共有できる！
・電話の不在メモの付箋をチャットで伝達。伝え漏れも，確認漏れもなくなった！
・打合せ中の係長にも，緊急の報告を入れられる！
・在宅勤務の際に，簡単に業務報告ができる！
・やりとりが記録に残るので，離席や休暇でも，あとからみんなのやりとりが確認
できる！

➡ スマートワークの実現にあたって
は，打合せスペースの創出など執務
室環境の整備と合わせて検討を行う
推進チームを立ち上げ，全庁的に取
組を加速化していく！



⑧データの利活用『オープンデータの推進』
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≪参考≫オープンデータの定義
国，地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち，国民誰もがインターネット等を通じて容易に利用（加工，

編集，再配布等）できるよう，次のいずれの項目にも該当する形で公開されたデータのこと。
① 営利目的，非営利目的を問わず二次利用可能なルールが適用されたもの
② 機械判読に適したもの
③ 無償で利用できるもの

【公開データ数】２９６種類
【主な公開データ】人口統計，緊急避難場所一覧等

【データ公開所属数】約６０課室
【サービス開発等への活用実績】５件

年度 取組

H26 • 市HPでオープンデータの公開を開始

R2 • オープンデータ活用者から活用事例を募集し，市ホームページ
で紹介する取組を開始

R3 • オープンデータ専用サイト「宇都宮市オープンデータポータル
サイト」の開設

• 公開中の全データを機械判読性が高い形式・様式となるよう見
直し

R4 • 市が保有する統計情報をオープンデータ化

R5 • 企業・大学等を対象にオープンデータの認知・活用状況を調査

■ 本市における取組の経過

■ オープンデータの公開状況

宇都宮市オープンデータポータルサイト

民間事業者のお出かけ情報サイトに
本市の施設情報のオープンデータ
が活用されている。



⑧データの利活用『オープンデータの推進』
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➢ 保有するデータを二次利用可能な形式・ルールで公開し，分析やサービス開発などへの活用を促すオープン
データを推進していくにあたり，データ活用者の「ニーズが高いデータ」や「活用にあたっての課題」，
「行政に求める支援」等について把握するため，８月～１０月にかけて企業・市内大学・地域のNPO法人
（3,000団体）を対象に調査・分析を実施した。

活用したいデータの分野を問う設問で，
「防災・安心・安全（47.3%）」「都市計画，建
物，住宅（41.2%）」のニーズが高い。

「データの公開場所が不明であること
(35.3%)」「データ活用の人材不足（33.1%）」
を課題と捉える団体が多い。

全体の６割以上の
団体がオープンデー
タの活用に意向を
示しており，具体的
な活用に至っている
団体も約２割となっ
ている。

データ活用者に活用事例を伺ったとこ
ろ，「企画提案資料や報告書の作成」や
「ターゲットの選択，経営状況の確認な
どのマーケティング」にオープンデータ
が活用されている。

活用している
２２．１％

活用したいが
できていない
３８．９％

必要性を感じない
１１．０％

オープンデータを
知らない
２７．８％

➡ 今後は，調査回答を分析した結果を踏まえ，
ニーズのあるデータの優先的な公開やデータ活
用の支援などオープンデータの利活用を促進す
るための取組を展開していく！



⑧データの利活用『データアーキテクチャの構築』（検討中）
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■データアーキテクチャとは

➢ データを保有する各主体が，データの収集・他の主体との共有・活用を容易に行うために必要となる，データ
整備や人材育成などの様々な要素・項目を，網羅的かつ体系的に取りまとめた文書のこと。

宇都宮市における
データ利活用の推進

イメージ

必要な要素・項目がす
べて構造化されている。

↑現在，検討・作業中のデータアーキテクチャ

項目

要素



⑧データの利活用『データアーキテクチャの構築』（検討中）
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➢ 官民のデータ利活用の推進に向けて必要な具体取組は多岐にわたるが，本市では取組の棚卸や優先順位付けを
しておらず，個々の取組を独立的に進めている状態にある。

➡データアーキテクチャの必要性が高まっており，今後これらを構築し，それを見取り図としながら，デー
タ利活用に係るツールやルールの整備など，具体の取組を進めていく。

宇都宮市における
データ利活用の推進

✓ 官民のデータ利活用の推進に必要な要素・取組は多岐に渡る

何にどの順番で
取り組むべきか，，

✓ 必要な取組を網羅的・構造的にドキュメント化

ハード面の取組ソフト面の取組

データ連携基盤

データ取引市場

個人情報の取扱ルールの整備

構造化データの整備

API整備

メタデータの整備

人材育成研修

コミュニティ形成

専門人材派遣による伴走

利活用事例の紹介

データ利活用コンテスト

機運醸成

想像できている取組
に抜漏はないか，，

■ データ利活用の取組の展開の状況



令和５年度における取組の総評
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「宇都宮市ＤＸ実現タスク」について，１０月末時点においては，各取組が概ね順調に進捗している。
今後も市民生活の質の向上や多様化・複雑化する地域課題等の解決に向け，全市を挙げてＤＸに取組んでいく。

重点取組事項（８項目）
取組数 ＫＰＩ

（重要達成度指標）当初想定
より進み 計画通り やや遅れ

①SSC実現に向けたﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾋﾞｽの提供等 0/37 36/37 1/37
デジタルサービスの恩恵を享受している市民の割合

R4:46.8% ☞ R5.10末：集計中 ☞R9目標：66.0％

②スマート窓口の実現 1/8 7/8 0/8
行政手続きオンライン化数

R4:100手続 ☞ R5.10末：192手続 ☞R9目標：500手続

③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材育成 0/6 6/6 0/6
宮デジサポーター養成人数

R4:0人 ☞ R5.10末：21人 ☞R9目標：120人

④デジタル社会基盤の強化 0/2 2/2 0/2
マイナンバーカード普及率

R4:49% ☞ R5.9末：72% ☞計画期間中目標：100％

⑤業務のデジタル変革 0/6 6/6 0/6
ＡＩ／ＲＰＡ活用業務数

R4:14業務 ☞ R5.10末：17業務 ☞R9目標：120業務

⑥庁内DX人材の育成・確保 0/6 6/6 0/6
ローコード・ノーコード開発ができる職員数

R4:30人 ☞ R5.10末：141人 ☞R9目標：300人

⑦スマートワークの実現 0/3 3/3 0/3
執務室改善着手フロア数

R4:1ﾌﾛｱ ☞ R5.10末：4ﾌﾛｱ ☞R9目標：本庁舎全ﾌﾛｱ

⑧データの利活用 0/5 5/5 0/5
国の推奨データセット公開割合

R4:78% ☞ R5.10末：78% ☞R9目標：100%

宇
都
宮
市
Ｄ
Ｘ
実
現
タ
ス
ク
の
進
捗
状
況



令和６年度版宇都宮市DX実現タスクの策定について
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R９

R8

R7

R6タスク
（R5）

概ね2030年頃

ビジョンバックキャストの視点

現状・課題 フォアキャストの視点

■ 策定の趣旨

日々進展するデジタル技術や各取組の進捗状
況，改定された国の「自治体ＤＸ推進計画」等
を踏まえ，宇都宮市ＤＸ実現タスクの内容を令
和６年度版に見直すもの

■ ローリングのポイント
宇都宮市DX実現タスクは，現状・課題を踏まえた「フォアキャスト」の観点と宇都宮市デジタル共創未

来都市ビジョンの達成に向けた「バックキャスト」の観点から策定している。

このため，ローリングについても，

①国の「自治体ＤＸ推進計画」の改定の内容を反映
②タスクの各取組の進捗状況を反映
③庁内における令和６年度の事業実施計画を反映

④ＣDＸＯ補佐官・ＤＸ専門官の意見・助言（最新の技術動向や他市事例等）

を踏まえて実施する。

具体的な内容を別紙でご説明します。

フォアキャストの観点

バックキャストの観点



【参考】自治体ＤＸ推進計画の改定の内容
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〇自治体ＤＸ推進計画における重点取組事項
２．１版（R5.11） ２．０版（R4.9）

①自治体フロントヤード改革の推進
各自治体の実情に応じた創意工夫で，新しいフロントヤード（住民と自治体の接点）を実現

行政手続きのオンライン化

②自治体情報システムの標準化・共通化 自治体情報システムの標準化・共通化

③マイナンバーカードの普及促進・利用の推進 マイナンバーカードの普及促進

④セキュリティ対策の徹底 セキュリティ対策の徹底

⑤自治体のAI・RPAの利用推進 AI・RPAの利用推進

⑥テレワークの推進 テレワークの推進

【取組方針】
１住民の接点の多様化・充実化（手続きのオンライン化，オムニチャネル化等）
２データ対応の徹底（データに基づく業務改善）
３改革による人的・空間的リソースの最適配置



議事⑵ 宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョンの実現に
向けた意見交換



本日の意見交換のテーマについて

44

➢ 本市における今後の取組・検討を強力に展開できるよう，宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョン
で提起する「デジタル活用に係る主要な課題」をテーマとして，所属団体のデジタルに係る取組や
課題，将来的な目標などを踏まえたご意見をいただきたい。

【意見交換のテーマ】

• ４つのテーマのうち，ご所属の団体に関連深いものについて，取組事例・課題と考えていることなど，率直なご意見を
いただきたい。

ＤＸの推進に
向けた環境の構築

デジタルデバイド
対策の強化

デジタル人材
の活用

データ利活用と
セキュリティ対策

の強化

■ いただいたご意見・意見交換の結果の取扱いについて

• ＤＸ実現タスクへの反映や市関係課の施策展開など，本市における今後の検討に活用します。

• 本懇談会の議事録作成にあたって，ご意見内容や発言者名の記載可否を事前に確認させていただき，了承を
得た範囲で市ホームページ等に公開します。


